
っ
た
、
法
華
経
の
中
心
思
想
と
は
言
ひ
難
い
内
容
の
記
述
が
目
立

つ
。
下
巻
第
二
十
九
縁
の
引
用
は
、
法
華
経
教
理
の
一
特
色
を
な

す
成
俳
思
想
を
示
す
部
分
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
引
用
す
る
縁
自

髄
は
、
や
は
り
冥
罰
の
説
話
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
『
日
本
霊
異

記
』
に
見
ら
れ
る
法
華
経
は
、
そ
れ
を
斡
ん
ず
る
と
悲
報
を
得
る

経
典
と
し
て
の
性
格
を
強
く
有
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
古
来

の
御
盤
信
仰
な
ど
と
の
共
通
性
も
考
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
信
仰
で

あ
る
と
言
ひ
得
る
。

『
極
異
記
』
に
お
け
る
法
華
経
信
仰
の
特
色
と
し
て
、
そ
の
他

に
、
法
華
経
を
《
癒
す
》
こ
と
の
強
調
、
観
者
信
仰
等
等
が
上
げ

ら
れ
る
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
現
世
利
益
的
信
仰
の
文
脈
で
考
へ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
《
現
報
普

悪
》
の
強
調
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
信
仰
の
す
す
め
こ
そ
『
霊
異

記
』
の
作
者
景
戒
の
目
的
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ

は
営
然
で
は
あ
る
が
、
と
は
言
へ
、
景
戒
自
身
に
は
、
多
少
は
そ

れ
を
超
え
る
法
華
経
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
各
省
序
文
や
、
下

巻
第
三
十
八
綾
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』

系
年
に
つ
い
て

の
真
筆
と

寺

． 

尾

智

『
上
野
郷
王
等
御
返
事
』
は
、
日
蓮
聖
人
真
筆
の
伝
来
が
明
ら

か
で
は
な
く
、
『
録
内
御
番
』
を
は
じ
め
各
種
の
『
録
外
御
書
』

に
も
収
録
さ
れ
ず
、
個
別
写
本
の
存
在
も
知
ら
れ
て
は
い
な
い
遺

文
で
あ
る
。
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
所
収
の
同
遺
文
の
脚

注
に
は
「
【
真
蹟
】
形
木

1
紙
完
高
知
要
法
寺
蔵
（
新
加
〉
」

2
六
二
二
頁
〉
と
あ
り
、
『
定
本
遺
文
』
に
『
上
野
郷
主
等
御

返
事
』
を
収
録
す
る
に
当
た
っ
て
は
形
木
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
こ

に
い
う
形
木
は
、
板
木
の
意
で
は
な
く
、
日
蓮
聖
人
真
筆
を
板
木

に
模
刻
し
て
紙
に
摺
写
し
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
形
木
は
、
版

本
と
は
異
な
り
、
真
筆
の
書
体
、
書
風
な
ど
を
模
し
た
「
真
筆
の

写
し
」
で
あ
っ
て
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
の
よ
う
に
真
筆
が

伝
わ
ら
な
い
場
合
、
真
筆
を
窺
い
知
る
資
料
と
し
て
文
献
的
価
値

大
な
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
形
木
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
の
形
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木
を
取
り
上
げ
、
真
筆
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
の
一
環
と
し
て
若

干
の
検
討
を
加
え
た
い
。

『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
の
形
木
は
、
『
定
本
遺
文
』
の
脚
注

に
記
さ
れ
た
高
知
市
要
法
寺
所
蔵
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
千
葉
県
夷
隅
郡
夷
隅
町
大
竹
家
所
蔵
の
一
点
の
伝
存
を
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
二
点
の
形
木
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
形
木
の
本
紙
の
袖
に
押
さ
れ
た
「
身
延
蔵
」
の
朱
印
等

を
手
掛
か
り
に
身
延
山
の
宝
物
目
録
を
検
討
し
た
結
果
、
形
木
の

元
と
な
っ
た
真
筆
が
身
延
山
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
す
な
わ
ち
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
は
「
真
蹟
身
延
曽

存
」
遺
文
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
上
野
郷

主
等
御
返
事
』
の
文
献
的
信
頼
性
が
大
い
に
高
ま
っ
た
と
い
え
よ

O
 

A
Y
 つ
ぎ
に
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
は
『
定
本
遺
文
』
で
は
弘

安
二
年
に
系
年
さ
れ
て
い
た
が
、
形
木
に
見
ら
れ
る
花
押
、
署
名

の
書
風
の
特
徴
か
ら
、
弘
安
五
年
に
系
年
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ

た。
と
こ
ろ
で
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
の
真
筆
が
身
延
山
に
伝

わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
形
木
の
板
行
は
身
延
山
で
行

わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
身
延
山
参
詣
の
折
り
、
恐
ら
く
は
久

遠
寺
に
お
い
て
形
木
が
参
詣
の
僧
俗
に
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
回
避
聖
人
の
真
筆
は
、
僧
侶
と
い
え
ど
も
容
易
に
は
拝
見
す

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
か
ら
、
真
筆
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
形
木

は
大
変
な
感
激
を
も
っ
て
持
ち
帰
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
形
木

が
寺
院
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
般
の
信
徒
の
家
に
伝
わ
っ
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
竹
家
に

は
、
江
戸
時
代
の
身
延
山
参
詣
を
思
わ
せ
る
資
料
も
伝
わ
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
真
筆
の
形
木
が
、
『
上
野

郷
主
等
御
返
事
』
以
外
に
ど
の
程
度
板
行
さ
れ
て
い
る
か
は
、
今

後
の
調
査
に
侠
ち
た
い
。
〈
『
御
遺
文
研
究
』
二

O
号
に
要
旨
を

発
表
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
）
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字主
ミモ刀く
瓦寿
柔院
高閲
基
事一件戸
ι川
達
安

門
の

内

藤

洲

潮

日
蓮
宗
七
百
年
の
歴
史
は
流
罪
の
歴
史
で
あ
る
。
し
か
し
叉
、

こ
れ
あ
り
し
故
に
宗
祖
の
本
尊
、
関
目
抄
相
出
現
し
た
の
で
あ
っ

た。


